
（
法
第
七
十
条
の
五
第
四
項
第
二
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
率
）

第
二
条
の
五
の
十
三

法
第
七
十
条
の
五
第
四
項
第
二
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
率
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か

ら
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
を
減
じ
た
額
を
第
二
号
に
掲
げ
る
額
で
除
し
て
得
た
率
と
す

る
。

﹇
新
設
﹈

一

育
児
時
短
勤
務
を
開
始
し
た
日
の
属
す
る
月
に
お
け
る
標
準
報
酬
の
月
額

二

法
第
七
十
条
の
五
第
三
項
に
規
定
す
る
支
給
対
象
月
に
支
払
わ
れ
た
報
酬
の
額

三

第
一
号
に
掲
げ
る
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
に
イ
に
掲
げ
る
額
を
ロ
に
掲
げ
る
額
で
除
し
て
得
た

率
を
乗
じ
て
得
た
額

イ

第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
減
じ
た
額

ロ

第
一
号
に
掲
げ
る
額
に
百
分
の
十
を
乗
じ
て
得
た
額

（
法
附
則
第
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
職
員
等
）

（
法
附
則
第
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
職
員
等
）

第
二
条
の
十
一

法
附
則
第
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
職
務
内
容
の
特
殊
な
職
員
で
総
務
省
令
で
定
め
る

も
の
は
、
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
二
年
政
令
第
二
百
七
十
四
号
。
次
項
に
お
い
て
「
政

令
第
二
百
七
十
四
号
」と
い
う
。）第
二
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
者
若
し
く
は
国
家
公
務
員
災
害
補
償
法（
昭

和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
）第
二
十
条
の
二
に
規
定
す
る
警
察
官
若
し
く
は
人
事
院
規
則
一
六

〇（
職

員
の
災
害
補
償
）（
次
項
に
お
い
て
「
規
則
一
六

〇
」
と
い
う
。）第
三
十
二
条
の
表
以
外
の
部
分
に
規
定
す
る

者
に
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
職
員
又
は
国
際
緊
急
援
助
隊
の
派
遣
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
九
十

三
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
国
際
緊
急
援
助
活
動
（
次
項
に
お
い
て
「
国
際
緊
急
援
助
活
動
」
と
い
う
。）若
し

く
は
当
該
活
動
に
従
事
す
る
職
員
の
派
遣
が
見
込
ま
れ
る
地
域
に
お
い
て
行
う
調
整
若
し
く
は
情
報
の
収
集
に

従
事
す
る
職
員
及
び
国
の
職
員
（
法
第
百
四
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
の
職
員
を
い
う
。）と
す
る
。

第
二
条
の
十
一

法
附
則
第
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
職
務
内
容
の
特
殊
な
職
員
で
総
務
省
令
で
定
め
る

も
の
は
、
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
二
年
政
令
第
二
百
七
十
四
号
。
次
項
に
お
い
て
「
政

令
第
二
百
七
十
四
号
」と
い
う
。）第
二
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
者
若
し
く
は
国
家
公
務
員
災
害
補
償
法（
昭

和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
）第
二
十
条
の
二
に
規
定
す
る
警
察
官
若
し
く
は
人
事
院
規
則
一
六

〇（
職

員
の
災
害
補
償
）（
次
項
に
お
い
て
「
規
則
一
六

〇
」
と
い
う
。）第
三
十
二
条
の
表
以
外
の
部
分
に
規
定
す
る

者
に
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
職
員
又
は
国
際
緊
急
援
助
隊
の
派
遣
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
九
十

三
号
。
次
項
に
お
い
て
「
緊
急
援
助
法
」
と
い
う
。）第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
活
動
に
従
事
す
る
職
員
及
び
国
の

職
員
（
法
第
百
四
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
の
職
員
を
い
う
。）と
す
る
。

２

法
附
則
第
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
犯
罪
の
捜
査
、
火
災
の
鎮
圧
そ
の
他
の
総
務
省
令
で
定
め
る
も

の
は
、
前
項
に
規
定
す
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
政
令
第
二
百
七
十
四
号
第
二
条
の
三
第
二
項
の
表
の
下
欄
若

し
く
は
規
則
一
六

〇
第
三
十
二
条
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
職
務
又
は
国
際
緊
急
援
助
活
動
若
し
く
は
当
該
活

動
に
従
事
す
る
職
員
の
派
遣
が
見
込
ま
れ
る
地
域
に
お
い
て
行
う
調
整
若
し
く
は
情
報
の
収
集
と
す
る
。

２

法
附
則
第
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
犯
罪
の
捜
査
、
火
災
の
鎮
圧
そ
の
他
の
総
務
省
令
で
定
め
る
も

の
は
、
前
項
に
規
定
す
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
政
令
第
二
百
七
十
四
号
第
二
条
の
三
第
二
項
の
表
の
下
欄
若

し
く
は
規
則
一
六

〇
第
三
十
二
条
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
職
務
又
は
緊
急
援
助
法
第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
活

動
と
す
る
。

（
法
第
三
十
八
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
事
業
）

（
法
第
三
十
八
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
事
業
）

第
十
一
条
の
七
の
二

法
第
三
十
八
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
事
業
は
、
次
の
と
お
り
と

す
る
。

第
十
一
条
の
七
の
二

﹇
同
上
﹈

﹇
一
・
二

略
﹈

﹇
一
・
二

同
上
﹈

三

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年

法
律
第
二
十
七
号
）
第
十
九
条
第
八
号
の
規
定
に
よ
り
組
合
及
び
市
町
村
連
合
会
が
同
法
第
二
条
第
十
五
項

に
規
定
す
る
情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
使
用
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
情
報
シ
ス
テ
ム
の
開
発

及
び
運
用
に
関
す
る
事
業

三

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年

法
律
第
二
十
七
号
）
第
十
九
条
第
八
号
の
規
定
に
よ
り
組
合
及
び
市
町
村
連
合
会
が
同
法
第
二
条
第
十
四
項

に
規
定
す
る
情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
使
用
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
情
報
シ
ス
テ
ム
の
開
発

及
び
運
用
に
関
す
る
事
業

﹇
四
〜
八

略
﹈

﹇
四
〜
八

同
上
﹈

（
旧
町
村
職
員
恩
給
組
合
の
条
例
の
規
定
に
よ
る
給
付
の
支
払
に
要
す
る
費
用
の
負
担
）

（
旧
町
村
職
員
恩
給
組
合
の
条
例
の
規
定
に
よ
る
給
付
の
支
払
に
要
す
る
費
用
の
負
担
）

第
二
十
七
条

施
行
日
前
に
旧
町
村
職
員
恩
給
組
合
（
法
附
則
第
四
条
に
規
定
す
る
旧
町
村
職
員
恩
給
組
合
を
い

う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
組
織
し
て
い
た
市
町
村
の
職
員
で
あ
つ
た
者
に
係
る
旧
町
村
職
員
恩
給

組
合
の
条
例
の
規
定
に
よ
る
給
付
の
支
払
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
市
町
村
が
負
担
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
当
該
市
町
村
は
、
毎
年
度
、
当
該
年
度
の
前
年
度
の
当
該
給
付
の
支
払
に
要
す
る
費
用
の
額
を

当
該
年
度
の
前
年
度
の
掛
金
の
基
礎
と
な
つ
た
当
該
市
町
村
の
職
員
で
あ
る
組
合
員
（
長
期
給
付
に
関
す
る
規

定
の
適
用
を
受
け
な
い
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
標
準
報
酬
等
合
計
額
の
総

額
を
基
礎
と
し
て
按あ
ん

分
し
た
額
を
市
町
村
職
員
共
済
組
合
に
払
い
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
七
条

施
行
日
前
に
旧
町
村
職
員
恩
給
組
合
（
法
附
則
第
四
条
に
規
定
す
る
旧
町
村
職
員
恩
給
組
合
を
い

う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
組
織
し
て
い
た
市
町
村
の
職
員
で
あ
つ
た
者
に
係
る
旧
町
村
職
員
恩
給

組
合
の
条
例
の
規
定
に
よ
る
給
付
の
支
払
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
市
町
村
が
負
担
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
当
該
市
町
村
は
、
毎
年
度
、
当
該
年
度
の
前
年
度
の
当
該
給
付
の
支
払
に
要
す
る
費
用
の
額
を

当
該
年
度
の
前
年
度
の
掛
金
の
基
礎
と
な
つ
た
当
該
市
町
村
の
職
員
で
あ
る
組
合
員
の
標
準
報
酬
等
合
計
額
の

総
額
を
基
礎
と
し
て
按あ
ん

分
し
た
額
を
市
町
村
職
員
共
済
組
合
に
払
い
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

﹇
２
〜
５

略
﹈

﹇
２
〜
５

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報 
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